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(百万円未満切捨て)

１．2020年７月期第１四半期の業績（2019年８月１日～2019年10月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年７月期第１四半期 453 - 24 - 24 - 18 -

2019年７月期第１四半期 - - - - - - - -
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年７月期第１四半期 2.01 1.78

2019年７月期第１四半期 - -

(注) 2019年７月期第１四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、2019年７月期第１四半期の数値及び
対前年同四半期増減率を記載しておりません。

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年７月期第１四半期 1,820 1,493 82.0

2019年７月期 1,869 1,475 78.9
(参考) 自己資本 2020年７月期第１四半期 1,492百万円 2019年７月期 1,473百万円

　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年７月期 - - - 0.00 0.00

2020年７月期 -

2020年７月期(予想) 0.00 - 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　　

３．2020年７月期の業績予想（2019年８月１日～2020年７月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,122 40.0 - - - - - - -

(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

２．2020年７月期におきましては、プラットフォーム価値を高めるための再投資を継続的に行うことが当社の企業
価値向上にとって最重要であると考えております。上記の考え方に基づき、当社の企業価値向上の源泉となる
売上総利益及びその前提としての売上高については、前事業年度比40％以上の成長を目標としております。ま
た、営業利益以下の各段階利益については黒字を見込んでおりますが、機動的な投資判断を実施する観点か
ら、営業利益、経常利益及び当期純利益の具体的な金額の予想は開示しておりません。詳細は添付資料P.３
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年７月期１Ｑ 9,331,700株 2019年７月期 9,331,700株

② 期末自己株式数 2020年７月期１Ｑ 335,600株 2019年７月期 335,600株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年７月期１Ｑ 8,996,100株 2019年７月期１Ｑ -株
　

（注）当社は、2019年７月期第１四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、2019年７月期第１四半
期の期中平均株式数を記載しておりません。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料P.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測
情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善に伴い個人消費に持ち直しの

動きがみられ、総じて緩やかな景気回復基調が続いております。一方で、米国の通商政策に端を発する貿易摩擦や

地政学的リスク、相次ぐ自然災害等により、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

不動産市場においては、上昇を続けてきた首都圏中古マンションの成約価格が2019年10月にマイナスに転じまし

た。

このような経済環境のもと、当社は、主力事業であるcowcamo（カウカモ）事業のサービス改善及び組織体制の強

化による事業規模拡大、システム開発への投資などの施策を中心に取り組んでまいりました。この結果、当第１四

半期累計期間の売上高は453,237千円、営業利益は24,966千円、経常利益は24,605千円、四半期純利益は18,083千円

となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① cowcamo（カウカモ）事業

当セグメントにおきましては、主にリノベーション住宅のオンライン流通プラットフォームcowcamoの運営を通じ

て、リノベーション住宅のマッチング・仲介を行っております。当事業に係る外部環境は、新築マンション価格の

高止まりを受けた中古マンション流通の拡大及びリノベーションに対する顧客認知の高まりにより、リノベーショ

ンマンション流通市場は拡大基調にあります。

このような環境のもと、事業のさらなる成長に向け、プロダクトの機能改善やオンラインを中心とした広告活動、

物件案内を行う営業人員の教育、業務システムの開発などに取り組んでまいりました。

この結果、売上高は386,558千円、セグメント利益は140,873千円となりました。

② シェアードワークプレイス事業

当セグメントにおきましては、主にコワーキングスペース・ワークプレイスレンタルサービスの運営事業及びオ

フィス設計を中心とした設計・空間プロデュースの受託事業から構成されております。当事業に係る外部環境は、

都心部におけるオフィス需要の拡大や働き方の多様化により需要の拡大がみられました。

このような環境のもと、当社は、2019年10月にワークプレイスレンタルサービスの拠点となるスタートアップ向

けデザインオフィスHEYSHA神南（東京都渋谷区）を新規に開設いたしました。

　この結果、売上高は66,678千円、セグメント利益は4,523千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産の部)

　当第１四半期会計期間末の資産合計は1,820,514千円となり、前事業年度末と比較して48,548千円の減少となり

ました。これは主に、法人税、消費税等の納税等によって現金及び預金が82,137千円減少し、流動資産が95,288

千円減少したものの、HEYSHA神南の開設等があり、有形固定資産が21,542千円増加、無形固定資産が13,494千円

増加、投資その他の資産が11,703千円増加したこと等によるものです。

(負債の部)

　当第１四半期会計期間末の負債合計は327,238千円となり、前事業年度末と比較して66,632千円の減少となりま

した。これは主に、未払金が19,226千円減少、未払法人税等が15,198千円減少、1年内返済予定の長期借入金及び

長期借入金がそれぞれ7,743千円、9,222千円減少したこと等によるものです。

(純資産の部)

　当第１四半期会計期間末の純資産合計は1,493,276千円となり、前事業年度末と比較して18,083千円の増加とな

りました。これは、四半期純利益18,083千円の計上により利益剰余金が18,083千円増加したことによるもので

す。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年７月期におきましては、プラットフォーム価値を高めるための再投資を継続的に行うことが当社の企業価値

向上にとって最重要であると考えております。上記の考え方に基づき、当社の企業価値向上の源泉となる売上総利益

及びその前提としての売上高については、前事業年度比40％以上の成長を目標としております。具体的には、プラッ

トフォーム価値の最大化を目的として、事業拡大フェーズに移行したcowcamo（カウカモ）事業から創出された売上総

利益を、財務規律が保たれる範囲で再投資し、cowcamo（カウカモ）事業及び全社としての成長を更に加速したいと考

えております。そのため、営業利益以下の各段階利益については黒字を見込んでおりますが、機動的な投資判断を実

施する観点から、営業利益、経常利益及び当期純利益の具体的な金額の予想は開示しておりません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2019年７月31日)

当第１四半期会計期間
(2019年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,420,974 1,338,836

売掛金 54,487 21,058

仕掛品 2,261 4,777

その他 30,569 46,732

貸倒引当金 △2,800 △1,200

流動資産合計 1,505,492 1,410,204

固定資産

有形固定資産 80,254 101,796

無形固定資産

ソフトウエア 127,827 141,321

無形固定資産合計 127,827 141,321

投資その他の資産

敷金及び保証金 88,702 94,855

その他 66,785 72,335

投資その他の資産合計 155,488 167,191

固定資産合計 363,570 410,309

資産合計 1,869,062 1,820,514
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(単位：千円)

前事業年度
(2019年７月31日)

当第１四半期会計期間
(2019年10月31日)

負債の部

流動負債

1年内返済予定の長期借入金 64,540 56,797

未払金 74,020 54,793

未払法人税等 17,886 2,688

その他 113,385 91,037

流動負債合計 269,832 205,317

固定負債

長期借入金 116,340 107,118

その他 7,697 14,802

固定負債合計 124,037 121,920

負債合計 393,870 327,238

純資産の部

株主資本

資本金 594,505 594,505

資本剰余金 1,307,099 1,307,099

利益剰余金 △365,266 △347,182

自己株式 △62,421 △62,421

株主資本合計 1,473,916 1,492,000

新株予約権 1,276 1,276

純資産合計 1,475,192 1,493,276

負債純資産合計 1,869,062 1,820,514

決算短信（宝印刷） 2019年12月12日 23時28分 7ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



株式会社ツクルバ(2978) 2020年７月期 第１四半期決算短信

6

（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
当第１四半期累計期間
(自 2019年８月１日
　至 2019年10月31日)

売上高 453,237

売上原価 86,318

売上総利益 366,919

販売費及び一般管理費 341,952

営業利益 24,966

営業外収益

受取利息 1

為替差益 37

その他 122

営業外収益合計 162

営業外費用

支払利息 476

その他 47

営業外費用合計 523

経常利益 24,605

税引前四半期純利益 24,605

法人税、住民税及び事業税 2,690

法人税等調整額 3,831

法人税等合計 6,522

四半期純利益 18,083
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　 当第１四半期累計期間(自 2019年８月１日 至 2019年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注）１

四半期損益計
算書計上額
(注）２cowcamo

（カウカモ）事業
シェアードワーク
プレイス事業

計

売上高

外部顧客への売上高 386,558 66,678 453,237 ― 453,237

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 386,558 66,678 453,237 ― 453,237

セグメント利益又は損失(△） 140,873 4,523 145,397 △120,430 24,966

　（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 ２．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（重要な後発事象）

　 該当事項はありません。
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